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V326a X線分光撮像衛星XRISMの科学運用準備の現状
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2022年度打ち上げ予定の X線分光撮像衛星 XRISM プロジェクトでは、搭載検出器の開発チームや衛星運用
チームとは独立に、打ち上げ前の早い段階から科学運用チームを立ち上げ、軌道上でのスムーズな科学運用の実施
と、科学観測のアウトプットを最大限に引き出すための周到な準備を行っている。現在の主な活動は、観測提案
システムの構築、観測スケジューリングなどの観測計画プロセスの樹立、観測情報などを収集するデータベース
の構築、衛星テレメトリーの高次データ処理とその即時解析やアーカイブのためのシステム構築、軌道上較正観
測のソフトウェア開発や較正観測計画の補助、ユーザーサポート・ヘルプデスク活動計画の樹立などである。「ひ
とみ」の観測データや、XRISM搭載検出器の機能試験および衛星のシステム試験で得られたテレメトリデータを
使って、地上システム単体での動作試験や、システム間のインターフェイス試験を実施している。これらの活動
は、搭載検出器の開発チーム、NASA/GSFCや ESACの地上ソフトウェアチームやユーザーサポートメンバー
と協力しながら進めている。本講演では、これらXRISM衛星の科学運用準備の現状と今後について報告する。


